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辻川郁二先生 略歴

1924年10月22日 大阪市に生まれる

1943年 9月 旧制大阪高等学校 卒業

1946年 9月 東京帝国大学理学部化学科 卒業

1946年10月 東北大学金属材料研究所 助手

1953年11月～1955年11月（仏）CNRS Bellevue 研究所留学

1959年 1月 東北大学理学博士

1959年12月 東北大学金属材料研究所 講師

1960年 9月 同 助教授

1963年12月 京都大学理学部 教授(分光化学講座)

1968年 4月～1970年3月 東北大学金属材料研究所 教授併任

1977年 4月～1979年3月 分子科学研究所 教授併任

1988年 3月 定年退官

1988年 4月 京都大学名誉教授

2003年 4月 叙勲（瑞宝中綬章）

2007年 4月19日 逝去

辻川先生の研究に関連した出来事

・田辺・菅野による配位場理論 (1954)
・博士論文（ルビーR線の研究） (1958)
・世界最初のレーザーがルビーR線を
用いて成功 (T.H. Maiman) (1960)
・W.A. Littleによる励起子を媒介とした
超伝導理論 (1964)
・Magnon sideband発見 (MnF2, 1965)
・大学紛争(1969-1970)





水島三一郎博士 (1899-1983)

代表的な研究

1,2-ジクロロエタンの立体配座を研

究し、トランス型とゴーシュ型が存
在することを実証

1938年-1959年
東京大学理学部 教授

1961年 文化勲章

1970年 勲一等瑞宝章



東北大学金属材料研究所神田研究室時代 (1946-1963)

神田英蔵研究室新年会 （1960年） 辻川郁二先生：後列右から二人目

東北大学金属材料研究所アーカイブス

神田英蔵博士 (1910-1993) 1960年 「低温度における凝縮気体の性質および極低温
における磁性の研究」で日本学士院賞を受賞



辻川郁二博士の処女論文：極低温における固体ベンゼンの吸収スペクトルと温度変化

E. Kanda and I. Tsujikawa, Science Reports of 
the Research Institutes, Tohoku University, 2, 1-
8 (1950).



Paris

CNRS Bellevue 研究所

Prof. L. Couture研究室で金属錯体の
線状吸収スペクトルの研究に従事

Ikuji Tsujikawa and Lucienne Couture, 
Observation Optique d’un Changement 
de Phase du Fluosilicate de Manganese 
Hexahydrate, J. Phys. Radium, 16, 430 
(1955).

CNRS Bellevue

CNRS Bellevue 研究所に留学（1953年11月～1955年11月）



(1969)

(1970)

菅野暁博士 (1928-2014)

1954年
・配位子場理論と田辺・菅野ダイヤグラム

1958年
・ルビーR線の実験および理論

1961-1988年
・東大物性研究所 助教授・教授

1989-1994年
・姫路工業大学理学部長

2014年
・叙勲（瑞宝中綬章）

Y. Tanabe, S. Sugano, On the absorption Spectra of 
Complex Ions,  J. Phys. Soc. Jpn., 9, 766-779 (1954)

d2 電子系の田辺・菅野ダイヤグラム
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ルビーの発光：宝石のルビーは光を照射すると、3d電
子が波長694 nmの強い蛍光を発する．この蛍光を利
用して1960年、世界最初のレーザー光線が生まれた．

ルビーレーザーの原理
103 cm-1ルビーの発光

R線

B線
U帯

Y帯

U
R

基底状態

レーザー
発振

R線に占有された電子数が基底
状態の電子数より多くなる（逆転
分布）と、レーザー発振が起こる．

hν

S. Sugano, I. Tsujikawa, J. Phys. Soc. Jpn., 13, 899 (1958).



分光化学講座の歴史



1963年、辻川先生は京都大学理学部化学

教室に赴任されると直に京都大学理学部
物理学教室に赴任された長谷田先生と一
緒にヘリウム液化装置の概算要求実現の
ために奔走され、1964 年にコリンズ社製

ヘリウム液化装置が導入されるとともに京
都大学理学部化学教室付属施設として極
低温研究室が設置された。

京都大学理学部付属施設・極低温研究室
の開所式（1964年7月2日）辻川先生によるヘリウム液化装置の運転

京都大学理学部付属施設・極低温研究室
とヘリウム液化機の実現



Prof. Ikuji Tsujikawa and Dr. Hanako Kobayashi (1967)



新物理学シリーズ ７ 『磁性』金森順次郎著（培風館）

H. Kobayashi and T. Haseda, J. Phys. Soc. Jpn., 19, 765 (1964).



村尾剛先生と阪敏朗先生（出雲路（奥川）芳子秘書の送別会（楽友会館，1972））



辻川先生と村尾先生によるルビーを用いた光冷却の可能性の論文 (1963)
I. Tsujikawa and T. Murao, 
J. Phys. Soc. Jpn., 18, 503 (1963)

2Eg

4A2g 0.38 cm-1

29 cm-1

～14,400 cm-1



“Laser cooling: fundamental properties and application”
G. Nemova (Ed.) Singapore: Pan Stanford Publishing (2016).

The history of laser cooling



辻川研究室における阪敏朗先生(1937-2002)の功績

共著論文：43 編

・大型高分解能分光器（焦点距離 6 m）の製作

・パルスマグネットの製作とパルス強磁場ゼーマン効果用写真分光器の製作

・CT-100光電測光分光器（日本分光）の導入

・高分解能分光器THR-1500 (Jobin Yvon社（仏））の導入

（Jobin Yvon社（仏）を視察、 THR-1500の購入交渉）

・ THR-1500分光器のコンピュータ制御（機械語）

・ヘルムホルツ型超電導マグネットと大型金属ジュワー購入交渉

高分解能分光器THR-1500 (Jobin Yvon社（仏））



辻川研究室開設時の理念（１９６４）
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辻川研究室黎明期の修士論文題目



焦点距離 6 mの高分解能写真分光器

の製作と大電磁石による極低温ゼー
マン効果の研究

Y. Uesaka, T. Ban, I. Tsujikawa, J. Phys. Soc. Jpn., 30, 228 (1971).



・磁気秩序状態におけるフレンケル励起子の研究

・励起子・スピン波複合励起の研究

・磁壁ソリトンの分光学的研究

・スピンフラストレーションの分光学的研究

・スピンフロップ転移を利用したd-d遷移の微細構造
の完全帰属

・遷移金属錯体(Cr(III), Mn(II), 
Co(II), Ni(II))における線状吸
収スペクトル（スピン禁制d-d
遷移）の配位子場理論による
解明

・線状吸収スペクトルのゼーマ
ン効果およびパッシェンバック
効果の研究

・ヤーン・テラー効果の分光学
的研究

・キラル構造を持つ遷移金属
錯体の旋光分散の研究



W.A. Littleによる励起子を媒介とした高温超伝導理論（導電性ポリマーと導電性金属錯体）



K. Krogmann, H.D. Hausen, 
Z. Anorg. Allg. Chem., 358, 67 (1968)

Synthesis of K2[Pt(CN)4]Br0.3∙3H2O

Linear chain of K2[Pt(CN)4]Br0.3∙3H2O

K2[Pt(CN)4]•3H2OにおけるPt-Pt間距離は0.335 nmであるが、K2[Pt(CN)4]Br0.3•3H2OにおけるPt-Pt
間距離は0.288 nmとなり、Pt単体のPt-Pt間距離 0.277 nmに近い値となり、金属として振舞う。



I. Tsujikawa, R. Kubota, T. Enoki, T. Miyajima, H. 
Kobayashi, J. Phys. Soc. Jpn., 43, 1459 (1977)



辻川研究室で開発された部分酸化一次元白金錯体

I. Tsujikawa, R. Kubota, T. Enoki, T. Miyajima, H. 
Kobayashi, J. Phys. Soc. Jpn., 43, 1459 (1977)

R. Kubota, H. Kobayashi, I. Tsujikawa, T. Enoki, Int. 
J. Quantum Chem, 18, 1533 (1980).

R. Kubota, T. Enoki, I. Tsujikawa, J. Phys. Soc. Jpn., 
51, 3592 (1982)

M. Tanaka, I. Tsujikawa, Bull. Chem. Soc. Jpn., 59, 
2773 (1986). 

M. Tanaka, N. Kojima, Y. Ajiro, T. Ban, I. Tsujikawa,   
Synth. Metals, 19, 967 (1987). 

部分酸化一次元白金錯体の開発を行った学生

S. Miyajima, T. Enoki, R. Inoue (Kubota), Y. 
Takechi, M. Tanaka (Asano), S. Kutsumizu, U. 
Endo, S. Kibayashi, T. Nakamura, et al.



Photon
(optical properties)

光グループとマグネグループの融合を目指した研究課題
混合原子価化合物，伝導性・磁性ハイブリッドシステム

B C

A
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Charge
(transport properties)

Spin
(magnetic properties)

磁気秩序状態の光物性
から磁気光学・光磁性へ

白金混合原子価錯体

金混合原子価錯体

ミスフィット層間化合物の電子物性
三元系銅混合原子価化合物の物性



ハロゲン架橋一次元白金錯体における光誘起ソリトンの発見

N. Matsushita, N. Kojima, T. Ban and I. Tsujikawa, J. 
Phys. Soc. Jpn. 56, 3808 (1987).

Crystal structure of Pt(en)2][PtI2(en)2](SO4)2‧6H2O

e–
hν

PtIV

PtII

IVCT

IVCT: Inter-valence charge transfer 
from PtII to PtIV.

IVCT

[Pt(en)2][PtI2(en)2](SO4)2‧6H2O



ハロゲン架橋一次元白金錯体
における光誘起ソリトンの発見

(P band)

(A band)

e–hν

結合交替の不整合（ソリトン）

[Pt(en)2][PtI2(en)2](SO4)2‧6H2O
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(C4H9)4N[AuICl2] (C4H9)4N[AuIIICl4]

Cs2AuICl2][AuIIICl4]

黄金色

{(n - 1)2 + k2}

{(n + 1)2 + k2}
R = 

e-
hν

H. Kitagawa, Doctoral Thesis (1992), J. Chem. Soc. Dalton Trans. (1994). 

IVCT: AuI (5dx2-y2) →AuIII (5dx2-y2)

金混合原子価錯体における圧力誘起原子価転移の研究
金混合原子価錯体Cs2[AuIX2][AuIIIX4] (X=Cl, Br, I) における圧力誘起原子価転移、絶縁体-金属転移、

準安定金属相の研究

R:反射率
n: 屈折率
k: 吸収係数



Cs2[AuII2][AuIIII4]の圧力誘起金属相を発

見した時の六方アンビル型高圧発生装置

京都大学理学部化学科物理化学研究室 H. Kitagawa, Doctoral Thesis (1992) 
Solid State Commun., (1990)

Pressure induced Au valence 
transition for Cs2[AuII2][AuIIII4]

Metallic 
phase

Metastable 
metallic phase



混合原子価化合物による物性研究：
三元系銅硫化物 A-Cu-S
H. Sato, Doctoral Thesis (1993)

一次元構造
(Na3Cu4S4)

二次元構造
(K3Cu8S6)

三次元構造
(KCu7S4)

・銅と硫黄で構成される低次元骨格の隙間にアルカリイオンが挿入された構造

・合成条件によって組成比を変化させることで様々な低次元骨格を形成

H. Sato, E. Igaki, T. Nakamura, T. Ban and N. 
Kojima, Solid State Commun. 71 (1989) 793.



門下生から見た辻川研究室の特徴

（１）光グループとマグネグループの共存，競合
・バイリンガルな専門用語と知識

（２）化学指向と物理学指向の学生の共存
・価値観の多様性

・互いに秀でたところに一目を置いていた

（３）雑誌会の厳しさ
・理論家（村尾先生）の存在の重要性

（４）大きなテーマと自主性

（５）装置の自作

・写真測定用高分解能分光器の自作

・パルスマグネットの自作

・断熱消磁の自作

・交流磁化率測定装置の自作

・超電導マグネットの設計

・真空蒸着装置の自作



辻川研究室の博士論文、修士論文
門下生：１期～２６期（９５名）

博士論文 ２３

（課程博士２１、論文博士２）

修士論文 ６１

門下生の主な進路
大学教員 約３０名

官公庁研究所 約１０名

企業（研究所、開発室など） 約５０名

高校教員 ２名

医師 ２名



辻川郁二先生叙勲記念会 (2003.11.08) （於 京大会館）

辻川先生の親友である菅野暁先生、對馬国郎先生、望月和子先生が出席


